
－導入前の問題点－
●Excelでの個別データ作成では各種諸表の整合性に難あり
●本社⇔営業所間のデータ変更が即時反映されない
●600現場の労災処理には3日間
●月次集計業務には1週間と膨大な業務量

－導入後の変化－
●パッケージ導入で諸表間のデータ整合性が実現

●サーバーを介して拠点間のデータ変更もリアルタイムに同期
●労災処理は3日間からワンボタン、
　月次集計は1週間から1日と大幅な業務短縮！
●総務、ファイナンシャルなど、
　経営に直結するデータ活用が可能に！

小田急線沿線に展開するフラワーショップ「
小田急フローリスト」の運営など、園芸事業
とともに主に小田急グループがデベロップメ
ントする戸建住宅・商業施設・ホテルなどの
造園・土木工事を担う株式会社小田急ランド
フローラ。

ここ数年で数々の課題が浮上し、建設業に特
化した原価管理ソフトの導入が検討された。
導入の決め手と運用後の効果について、造園
事業部長の興津幸宏氏に伺ってみた。

　発注書（実行予算書）、注文書、支払調書などを、
それぞれ個別のエクセルファイルで作成していた小田
急ランドフローラ。それぞれ独立したデータのため、
集計や検算等にマンパワーを要し、すでに数年前から
エクセルでの管理の見直しが始まっていた。

興津氏：エクセルファイルでの原価処理に限界を感じ
るようになったのは、近年になってますます工事が細
分化され、年間の工事件数が増大してきたからです。
それぞれ独立したデータでの諸表管理では数字の突合
や集計業務での検算等、人力による作業が相当数発生
します。また、本社と営業所で共有する書類も数多く
あり、いずれかの拠点で変更があった場合、マニュア
ルでの整合を行わなければいけないなど、エクセル管
理ではマンパワー的な限界に達していました。

　そこで、同社では原価管理ソフトの導入を本格化す
べく、2011年4月に総務・業務・工事などの各課から
なる約10名の社内プロジェクトを立ち上げ、電鉄本社
IT推進部とも調整を図りながらシステム選定に着手し
た。

興津氏：導入に向けた各種検討では、“既存の業務フロ
ーをあまり変えることなく問題点を改善してくれるソ
フト”であることを第一におきましたが、運用後には
“数値の整合性だけでなく、その数値を業務に活用でき
るソフト”ということを念頭に検討しました。「アイキ
ューブ本家シリーズ」とともに最終的な候補として残
ったもう一つのソフトと比較して、プロジェクトメン
バーによるアンケートも集計しました。

エクセルでは限界を感じ、パッケージ導入を

小田急ランドフローラ様　導入システム
●見積本家　　　　　　　　　　10ライセンス
●予算入力キット　　　　　　　10ライセンス
●入力支払本家　　　　　　　　10ライセンス
＜ダントツオプション＞
　労災メール、メール通知、EBデータ作成、
　請求書発行

株式会社アイキューブ
代表取締役　山本武史

株式会社小田急ランドフローラ
造園事業部長　興津幸宏　氏

■造園工事業 アイキューブ　ユーザー事例

株式会社小田急ランドフローラ 
　　　　　　　　造園事業部　様

小田急グループの管理システムともマッチ！
マーケティング活用できる攻めのシステムに




